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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
平 面 視 し て 弧 状 に 成 形 さ れ 、 使 用 者 が 着 座 す る 際 の 座 面 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 本 体 と 、
補 助 ク ッ シ ョ ン が 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ベ ル ト 部 材 と 、 を 備 え 、
前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 中 心 線 を 対 称 軸 と し て ２ つ の 前 記 ベ ル ト 部 材 を 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体  
に 巻 き 付 け る と 、 ２ つ の 前 記 補 助 ク ッ シ ョ ン は 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 に 対 し て 、 平 面 視 し て  
着 座 し た 使 用 者 の 前 方 側 に 向 か う に つ れ ２ つ の 前 記 補 助 ク ッ シ ョ ン の 間 隔 が 狭 ま る 「 逆 ハ  
の 字 」 状 に 装 着 さ れ る 、 ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 に 装 着 さ れ た ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン は 、 着 座 し た 状 態 に お け る 使 用  
者 の 座 骨 に 対 応 す る 位 置 に あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 着 座 し て 使 用 す る ク ッ シ ョ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 出 産 後 の 女 性 を 対 象 と し た 様 々 な ク ッ シ ョ ン が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。  
特 許 文 献 １ に は 、 授 乳 時 に は 腰 部 の 周 囲 に 装 着 し て 使 用 さ れ 、 背 面 側 に 開 口 部 が 設 け ら れ  
た ド ー ナ ツ 型 の 授 乳 用 ク ッ シ ョ ン が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 授 乳 用 ク ッ シ ョ ン に よ れ ば 、 授  

請求項の数　2　（全7頁）
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乳 時 に 乳 児 の 姿 勢 を 安 定 し た 状 態 に 保 ち な が ら 、 授 乳 す る 女 性 へ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が  
で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 許 第 ６ ０ ６ １ １ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 女 性 は 一 般 的 に 妊 娠 期 、 産 褥 期 （ 妊 娠 や 出 産 に よ っ て 生 じ た 母 体 の 変 化 が 妊  
娠 前 の 状 態 に 戻 る ま で の 期 間 ） に 身 体 の 不 調 、 特 に 痛 み を 感 じ る こ と が 多 い と さ れ て い る  
。 そ の 原 因 の ひ と つ と し て 、 「 骨 盤 後 傾 位 」 が 理 学 療 法 分 野 、 産 婦 人 科 分 野 に お い て 周 知  
の 事 実 と し て 挙 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 骨 盤 後 傾 位 と は 、 骨 盤 が 後 方 に 傾 い た 状 態 の こ と を 指 す 。 骨 盤 は 通 常 、 や や 前 方 に 傾 い  
て い る の が 自 然 な 姿 勢 と さ れ て い る が 、 骨 盤 後 傾 位 は そ の 逆 で あ る 後 方 に 傾 い て い る た め  
、 体 全 体 の 姿 勢 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い わ れ て い る 。 こ の 骨 盤 後 傾 位 を 引 き 起 こ す 要 因 の ひ  
と つ と し て 、 授 乳 姿 勢 が あ る と さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ を 含 む 従 来 技 術 は  
乳 児 の 姿 勢 の 安 定 化 を 目 的 と し た 腰 回 り 装 着 型 の ク ッ シ ョ ン で あ る た め 、 授 乳 姿 勢 の 観 点  
を 含 め 、 妊 娠 期 、 産 褥 期 に お け る 女 性 側 の 身 体 の 不 調 を 緩 和 す る よ う な ク ッ シ ョ ン が 望 ま  
れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 使 用 者 の 身 体 の 不 調 を 緩 和 す る こ と が で き る ク ッ シ ョ ン を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の ク ッ シ ョ ン は 、 平 面 視 し て 弧 状 に 成 形 さ れ 、 使 用 者 が 着 座 す る 際 の 座 面 を 有 す  
る ク ッ シ ョ ン 本 体 と 、 補 助 ク ッ シ ョ ン が 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ベ ル ト 部 材 と 、 を 備 え 、 前  
記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 中 心 線 を 対 称 軸 と し て ２ つ の 前 記 ベ ル ト 部 材 を 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 に  
巻 き 付 け る と 、 ２ つ の 前 記 補 助 ク ッ シ ョ ン は 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 に 対 し て 、 平 面 視 し て 着  
座 し た 使 用 者 の 前 方 側 に 向 か う に つ れ ２ つ の 前 記 補 助 ク ッ シ ョ ン の 間 隔 が 狭 ま る 「 逆 ハ の  
字 」 状 に 装 着 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 使 用 者 の 身 体 の 不 調 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ク ッ シ ョ ン の （ ａ ） 斜 視 図 （ ｂ ） 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ク ッ シ ョ ン の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ク ッ シ ョ ン の 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ， ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ク ッ シ ョ ン を 説 明 す る 。 ク ッ シ ョ ン １ は ク  
ッ シ ョ ン 本 体 ２ と 、 ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ と 、 ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３  
Ｂ の 夫 々 が 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ， ４ Ｂ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 所 定 の 厚 み （ 図 ２ に 示 す 符 号 ｓ １ ） を 有 し 、 そ の 内 部 に は 綿 な ど の  
天 然 素 材 、 ポ リ ウ レ タ ン な ど の 合 成 樹 脂 、 ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 な ど が 充 填 さ れ て い る 。 ク  
ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 上 面 ２ ０ は 、 使 用 者 Ｐ （ 図 ３ ） が 着 座 す る 際 の 座 面 と な っ て い る 。 ク ッ  
シ ョ ン １ の 主 な 使 用 者 Ｐ が 産 後 の 女 性 で あ る こ と に 着 目 す る と 、 着 座 時 に ク ッ シ ョ ン 本 体  
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２ が あ ま り 沈 ま な い 反 発 力 の 強 い 高 反 発 ウ レ タ ン フ ォ ー ム が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 厚 み ｓ １ （ 図 ２ ） と し て は 、 ７ ｃ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。 そ の 理 由 に つ  
い て 説 明 す る と 、 授 乳 は 床 上 、 椅 子 、 ソ フ ァ 、 ベ ッ ド 等 、 様 々 な 場 所 で 行 わ れ る 。 特 に 産  
後 ３ ヵ 月 程 度 の 期 間 は 床 上 で 授 乳 す る 機 会 が 多 く 、 当 該 期 間 は 出 産 後 の 女 性 の 体 幹 筋 が 弱  
く な っ て い る 事 も 相 ま っ て 身 体 の 不 調 が 表 れ や す い 傾 向 が あ る 。 床 上 で の 授 乳 は 図 ３ に 示  
す 「 あ ぐ ら 姿 勢 」 を と る こ と が 多 い が 、 仮 に フ ラ ッ ト な 床 面 で 「 あ ぐ ら 姿 勢 」 を と る と 、  
膝 の 位 置 よ り 座 骨 の 位 置 が 低 い 位 置 に な る の で 、 股 関 節 が 深 く 曲 が り 骨 盤 が 後 ろ に 倒 れ （  
後 傾 ) 、 腰 が 丸 ま っ て し ま う 。 そ れ に 伴 っ て 背 骨 が 丸 ま り 、 頭 が 前 方 頭 位 ( 肩 よ り 頭 が 前 に  
位 置 す る ) と な る こ と で 身 体 の 不 調 が 表 れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 厚 み ｓ １ を ７ ｃ ｍ 程 度 に す る こ と で 、 使 用 者 Ｐ が 着 座 し た  
状 態 に お い て 、 膝 と 座 骨 の 高 低 差 が ほ ぼ 無 く な る と と も に 、 股 関 節 が 深 く 曲 が る こ と が 抑  
制 さ れ る の で 骨 盤 が 垂 直 方 向 に 起 き 上 が り 姿 勢 を 保 つ こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 骨 盤 が  
起 き 上 る こ と で 座 骨 に よ り 荷 重 ( 骨 支 持 ) さ れ る こ と と な り 、 骨 盤 底 筋 群 や 腹 部 筋 の 活 動 が  
働 き や す く な る と い う 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 、 異 な る 硬 度 の 素 材 を 上 下 方 向 に 積 層 し た 構 造 で も よ い 。 例 え ば 、  
ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ を 三 層 構 造 と す る 場 合 、 上 位 層 と 下 位 層 の 間 に 、 こ れ ら よ り も 硬 度 が 小  
さ な 柔 ら か い ス ポ ン ジ を 中 間 層 と し て 挟 み 込 む こ と で 、 使 用 者 Ｐ が 重 心 移 動 を 行 い 易 く な  
る 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 平 面 視 し て 、 円 周 の 一 部 を 切 り 取 っ た 「  
弧 」 状 に 成 形 さ れ て い る 。 よ り 詳 細 に は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 、 平 面 視 し て 緩 や か に 屈 曲  
し た 屈 曲 部 ２ Ａ と 、 屈 曲 部 ２ Ａ の 両 端 の 夫 々 か ら 延 出 し て 連 続 的 に 設 け ら れ た 第 １ の 延 出  
部 ２ Ｂ 、 第 ２ の 延 出 部 ２ Ｃ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 屈 曲 部 ２ Ａ は 使 用 者 Ｐ の 臀 部 、 第 １  
の 延 出 部 ２ Ｂ は 使 用 者 Ｐ の 左 太 も も 、 第 ２ の 延 出 部 ２ Ｃ は 使 用 者 Ｐ の 右 太 も も を 支 持 す る  
（ 図 ３ ） 。 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 、 使 用 者 Ｐ が 着 座 し た 状 態 に お い て 、 使 用 者 Ｐ の 前 方 側 に  
平 面 視 し て 凹 状 の 窪 み ５ を 有 す る 。 窪 み ５ を 有 す る こ と で 、 使 用 者 Ｐ が 「 あ ぐ ら 姿 勢 」 を  
と っ て も 両 足 が 窪 み ５ の 範 囲 に 位 置 し て ク ッ シ ョ ン １ に 干 渉 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ， ２ に お い て 、 補 助 ク ッ シ ョ ン  
３ Ａ ， ３ Ｂ は 一 の 方 向 に 伸 び 所 定 の 厚 み ｓ ２ （ 図 ２ ） を 有 す る 。 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３  
Ｂ の 内 部 に 充 填 さ れ る 素 材 は ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ と 同 様 の 素 材 を 選 択 す る こ と が で き る が 、  
ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ よ り も 硬 度 が 小 さ い 、 す な わ ち ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ よ り も 柔 ら か い も の が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ の 長 手 方 向 の 長 さ 寸 法 ｔ は 、 ク ッ  
シ ョ ン 本 体 ２ の 幅 方 向 （ 長 さ 寸 法 ｔ に 沿 っ た 方 向 ） の 長 さ 寸 法 と 略 同 一 、 若 し く は 少 な く  
と も 長 さ 寸 法 ｔ 以 下 に 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 平 面 視  
し て ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 上 面 ２ ０ に 収 ま る サ イ ズ と な っ て い る 。 な お 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３  
Ａ ， ３ Ｂ の 長 さ 寸 法 ｔ は ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 幅 方 向 の 長 さ 寸 法 よ り 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ の 厚 み ｓ ２ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 厚 み ｓ １ よ り も 薄 く 設 定  
さ れ て い る 。 な お 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ の 厚 み ｓ ２ は ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ 厚 み ｓ １ の  
１ ／ ３ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 必 ず し も 厚 み を そ の よ う に 設 定 し な く て も よ い 。 こ  
の よ う に 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ よ り も 硬 度 が 小 さ く 、 厚 み が 薄  
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ を ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ に 対 し て 固 定  
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す る た め に 用 い ら れ る 。 図 ２ に お い て 、 ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ， ４ Ｂ の 表 面 の 一 端 側 に は 係 合 手  
段 と し て の 面 フ ァ ス ナ （ 雄 ） ６ が 設 け ら れ 、 裏 面 の 他 端 側 に は 同 じ く 係 合 手 段 と し て の 面  
フ ァ ス ナ （ 雌 ） ７ が 設 け ら れ て い る 。 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ， ４  
Ｂ の 略 中 央 の 位 置 に 裁 縫 な ど に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 幅 方 向 （ 図 １ （ ｂ ） に 示 す 矢 印 ａ ） か ら ベ ル ト ４ ａ ， ４ Ｂ を 巻 回 し  
て 面 フ ァ ス ナ （ 雄 ） ６ と 面 フ ァ ス ナ （ 雌 ） ７ を 係 合 さ せ る こ と で 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ，  
３ Ｂ は ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 上 面 ２ ０ 側 に 固 定 さ れ る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ は 上 述 の と お り 、 平 面 視 し て 「 弧 」 状 に 成 形 さ れ て い る 。 し た が っ て  
、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ を ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 中 心 線 Ｃ （ 図 １ （ ｂ ） を 軸 と し て ク ッ  
シ ョ ン 本 体 ２ に 対 象 に 装 着 し た 場 合 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 着 座 し た 使 用 者 Ｐ の 前  
方 側 に 向 か う に つ れ 両 者 の 間 隔 が 狭 ま る 「 逆 ハ の 字 」 状 に 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 補 助 ク  
ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 使 用 者 Ｐ の 骨 盤 の 一 部 で あ る 、 臀 部 の 下 に あ る ２ つ 座 骨 （ 座 骨 結  
節 ） に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 座 骨 の 位 置 は 使 用 者 Ｐ の 個 体 差 に よ っ て 異 な る の で 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ  
を ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ に 対 し て 任 意 の 位 置 に ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ， ４ Ｂ を 介 し て 装 着 す る こ と で  
、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ と 座 骨 の 位 置 合 わ せ を 行 う こ と が で き る 。 ベ ル ト 部 材 ４ Ａ ，  
４ Ｂ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ に 対 し て 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ を 固 定 す る 位 置 を 調 整 す る  
調 整 手 段 と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ク ッ シ ョ ン １ は 、 使 用 者 Ｐ が 着 座 す る 際 の  
座 面 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ と 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ に 着 脱 自 在 な ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン  
３ Ａ ， ３ Ｂ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 平 面 視 し て 着 座 し  
た 使 用 者 Ｐ の 前 方 側 に 向 か う に つ れ ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ の 間 隔 が 狭 ま る 「 逆  
ハ の 字 」 状 と な る よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ の 座 面 上 に 装 着 さ れ る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン 本 体  
２ に 装 着 さ れ た ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 着 座 し た 状 態 に お け る 使 用 者 Ｐ の 座  
骨 に 対 応 す る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 着 座 し た 状 態 に お け る 使 用 者 Ｐ の 座 骨 に 対 応 す る 位 置 に 補 助 ク ッ シ ョ ン ３  
Ａ ， ３ Ｂ を 装 着 （ 固 定 ） す る こ と で 、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ が 座 骨 へ の 感 覚 刺 激 と な  
っ て 座 骨 支 持 が 容 易 に な る と と も に 、 腰 部 へ の 負 担 が 軽 減 さ れ る 効 果 が 期 待 で き る 。 ま た  
、 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ で 座 骨 を 下 受 け す る こ と で 感 覚 入 力 が さ れ て 骨 盤 周 囲 の 筋 肉  
が 働 く と い う 効 果 が 期 待 で き る 。 総 じ て 、 骨 盤 後 傾 位 を 抑 制 し て 、 特 に 妊 娠 期 、 産 褥 期 に  
お け る 使 用 者 Ｐ で あ る 女 性 の 身 体 の 不 調 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の ク ッ シ ョ ン は 本 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜  
に 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 上 面 に 凹 部 を 設 け 、 こ の 凹 部 に 補 助  
ク ッ シ ョ ン を 嵌 め 合 わ せ る よ う な 構 造 で も よ い 。 但 し 、 座 骨 の 位 置 は 個 人 差 が あ る の で 、  
本 実 施 の 形 態 の よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 に 対 し て 補 助 ク ッ シ ョ ン を 固 定 す る 位 置 を 調 整 で  
き る よ う な 構 造 の 方 が 望 ま し い 。 ま た 、 係 合 手 段 と し て は 面 フ ァ ス ナ で な く 、 バ ッ ク ル を  
代 わ り に 用 い て も よ い 。 さ ら に 、 ク ッ シ ョ ン は 広 く 一 般 の 女 性 の み な ら ず 、 男 性 が 使 用 し  
て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 者 の 身 体 の 不 調 を 緩 和 す る こ と が で き る ク ッ シ ョ ン を 提 供 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １   ク ッ シ ョ ン
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　 ２   ク ッ シ ョ ン 本 体
　 ３ Ａ ， ３ Ｂ   補 助 ク ッ シ ョ ン
【 要 約 】
【 課 題 】 使 用 者 の 身 体 の 不 調 を 緩 和 す る こ と が で き る ク ッ シ ョ ン を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 本 開 示 の ク ッ シ ョ ン は 、 使 用 者 が 着 座 す る 際 の 座 面 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 本 体  
２ と 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 ２ に 着 脱 自 在 な ２ つ の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ と 、 を 備 え 、 ２ つ  
の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ は 、 平 面 視 し て 着 座 し た 使 用 者 の 前 方 側 に 向 か う に つ れ ２ つ  
の 補 助 ク ッ シ ョ ン ３ Ａ ， ３ Ｂ の 間 隔 が 狭 ま る 「 逆 ハ の 字 」 状 と な る よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体  
２ の 座 面 上 に 装 着 さ れ る 。
【 選 択 図 】 図 １
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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